












































































































































































































































































































?5 7！ loi lst 30！ 60！　40℃
　　　（eontrol）
Preincuabtion　time
B
　　200C　IX　3！　5t　10！　15！　500C　（eontrol）　（eontrol）　B：　500C
Photo．　IL　The　heat　dena七ura七ion　of　actomyosin　in　the　process　of　preincuba七ion．
　　　　　　Conditions　are　same　as　in　Fig．　5
七ionの及ぼすATPase活性度とsuperpptへの影響をし
らべ，Fig5．　Photo．　II（A，　B）に示すような結果を得た。
即ち，ATPase活性度は300，40℃ではprdncubation　15
分で殆んど低下しておらず，500Cでは5分以上において，
時間とともに著明に低下を示した。なお400，50℃では，
1～3分で却って高まっている。
　Superpptに関しては300，40℃ではpreincubation
timeの増加とともにplug形成は次第に悪くなるが，　pre・
incuba七ion　timeの短いものほど20。C本来のものにより
近いplugを作り，ある程度の温度に対する可逆性を示し
た。50℃では1露ないし3分までは可逆性を認め，3分以
上では急激に悪くなり，5分では全く変性を思わしめる状
態を示した。
総括並びに考按
以上の成績を総括すると
1）ATPase活性度は40℃で最高値を示す
2）Superpptは15～20℃で最大収縮を示す
3）20℃以上においてATPase活性度と．superpptとの
閥にdiscrepancyがあった。
4）AMは温度による可逆性を示した
　以下少しく考按を試みよう。
　（1）A．TPase活性度は40℃までは温度の上昇とともに
増加し，500Cでやや低下を示し，　Fig．　2，3にみるように，
各温度閲の関係は時間経過によっても大差なく，湯田坂等
の威績と同一の傾向を示した。
　（2）Fig。2に示したように，　syneresis開始に要する
ATP分解量は15℃以下では温度の上昇とともに滅少し，
20。C以上では増加しているが，　これは次の如く考えられ
よう。従来ATPは条件によりcontracting　actionと
plasticizing　actionの二作用を表わすことが知られてお
り，永井ユ1）によればこれは多少とも同時に相伴なって起り，
条件によりその何れかが特に強く表われると考えられる。
またATPの吸着は温度に反埠例し，一方AMは温度によ
り分子間のゆるみを生ずる。即ち，（AM）n一・n（AM）が
温度に従って進行する。以上のことから15～20℃では，
syneresis閉始に必要な種々の条件がmildな状態にある
ために最少 ATP分解量で始まるが，それより低温側で
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は，ATP吸着が強いことによりplasticizing　actionが強
く作用しており，syneresis開始のためにはATP分解が
進行してATP濃度が滅少しなければならない。またATP
分解は低温ほど少ないから従って低温ほどsyneresis開始
に要するATP分解量が大になる。また高温側では，　ATP
吸着は低温と反対に少なく，ATPによるplasticizing　ac－
tionは作用が少ないが，上記の温度効果による一種の
plasticizing　actionが作用しているために，低温の馴合
と同様にsyneresis開始にはAM分子の配列が都合の悪
い状態にある。一方ATP分解は高温ほど促進さ・れる結果，
syneresis開始のためには高温ほど大なるATP分解を要
するものと考えられる。
　（3）Fig．5に示される如く，40。，50℃においてはi11－
cubation　time　1～3分の問で，20℃：本来のものより高い
ATPase活性度を示しているが，これはheatによるAM
の軽度の可逆的変性によって活性基SHが増加したためで
はないかと思われる。　このことに関しては，荒谷12）は蛋
蛋白変性に賦活的積極面のある点を看過出来ないと述べて
おり，またMirskゾ3）は蛋白変性に伴なうSH基の活性化
を報告していることと相通ずるものであろう。
　〈4＞Superpptは低温では非常壱こ遅V・が，　dear　phase，
aggregationを経てsyneresisを起した。湯田坂5），　Szent・
Gy6rgyilりはOoGではsuperpPtに特有なsyneresisが認
められぬと述べているが，著者は0℃で長時聞を要するが
syneresisを認めた。また40℃では湯田坂等のいうよう
に，aggregationの状F4Rではなく典型的なplug形成が認
められ，　またsyneresisのoptimumは15～200Cであっ
て，湯田坂等の30℃に比して，低温側にずれている。こ
れはSzent－Gydrgyiとほぼ同様である。また45℃以上で
は定型的なplug形成は認められず，　hea七による蛋白の擬
固を思わせる縮小を示し，・これは実験［II］より熱変性を
思わせる。
　以上の成績より先に述べた湯田坂等の測定時間に対して
考察すると，ATPase活性度については7分では各温度と
もほぼ平衡値に達しているとみなされる。これに反して，
superppt｝tついては，氏等の成績は高温では湯田坂の指
摘したように大体1分30秒位で最終状態に達しているが，
低温ではFig．1に示されるとおり明らかにsuperpptの
rateをみていたことになる。　しかし潔癖には，最終状態
においても各温度について明らかに差があり，例えばFig．
3，4でみるとおり各時点で比較してもその傾向に大差がな
い。従って湯田坂等の結論は薯者の成績と本質的に異なら
ないとみることが出来る。従って，ATPase活性度とsu－
perpptの度合とのdiscrepancyは，低温側へずれたが，
その存在は再確認されたわけである。以上の成績の差は，
sampleの違い，蛋白濃度・J　ion環境等によるのは勿論で
あるが，湯田坂等の実験条件は，superpptの観察に関し
て，葛西10）によれば至適条件とはいい難い。これに反し
て著者はSuperpptの至適条件を考慮した点において，著
者の成績に妥当性があると考えられる。
　⑤湯田坂等は緒論に述べたように，高温における，
ATPase活性度とsuperpptとの非平行性の原因に関して，
永井の見解に基づいて，AMの解離傾向によるものと解釈
し，Weberの説に反対して，単なる熱変性によるもので
ないことを強調したが，著者の実験［1］及び実験［II］に
よって明らかなよう，に，40℃でATPase活性度は最大を
示し，且つsuperpptはplug形成を認めた点，及び，温
度によるATPase活性及びsuperpptが少なくとも，40℃
15分，50℃1分ないし3分までは可逆性が認められた点
から考えて，単なる熱変性によるものでないことは明白で
あり，湯田坂等と同様に，Weberの説には賛成出来ない。
しかしながら，この高温における収縮抑制の機作について
不可逆的熱変性によるものでないことは実証されたが，湯
田坂等のいうように，AMの解離傾向を以てする説明には
著者の成績，即ち，前記40℃におい．てATPase活1生度が
最大値を示すことより一応疑点がある。この点に関しては
湯田坂もATPase活性の面で，もしAMが解離している
ならば，myo n－ATPaseのそれとなり，かかる高い値は
とり得なく，AM－ATPaseであろうことは認め，　AM的で
はあるが，しかも解離への過程にある状態のものと解釈し
た。この点について，現在の著者の成績からは，やはり高
温においてAM的であろうことは考えられるが，その状
態については同様に具体的には説明し難く，さらに今後の
研究によって明らかにして行きたいと考える。
　以上湯田坂の成績は一部訂正補足を要するが，本質的に
は著者の成績と同一傾向なることを認め，その再現性を確
めた。
摘 要
　Actomosin－ATPase活性並びにsuperprecipi七ationに
対する温度の影響を詳細に検討し，次の結果を得た。
　1）Actomyosin－ATPase活i生度は40℃まで温度とと
もにほぼ直線的に上昇し，50℃でやや低下を示した。
　2）Superprecipitationは0～40℃で起り得るが，15
～20℃に最も強くあらわれ，　各温度により最終状態に差
を認めた。
　3）　Actomyosin－ATPase活性度とsuperprecipitation
の度合には20℃以上で非平行性が認められた。
　4）以上の成績はほぼ湯田坂等の成績に一致する。
　5）Actomyosinの高温における熱変性に関する実験を
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行い，actomyosinの温度に対する40℃では15分まで，
50℃では1分ないし3分までの可逆性を認めるとともに，
上記高温部における非平行性の原因に関して考察を加えた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32．5．1受付）
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